
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福岡県 】 

学校名【  福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」  】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

２学年：４７名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（    ） 

② 行事名（文化祭） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

〇 文化祭のステージ発表を通して、日本の文化や他国の文化に

ついての理解を深めること 

５ 取組内容 〇 主な取組内容 

１ 文化祭のステージ発表において、オリンピックについての

内容を劇や歌、ダンスなどで発表する。 

２ 事前学習でオリンピックについての学習と発表の練習を

行う。 

〇 ステージ発表の詳細 

 ・１９６４年の東京オリンピックについて 

 ・「おもてなし」の精神について 

 ・ピクトグラムについて 

 ・パラリンピックについて 

 ・２０２０年東京オリンピックの新競技や環境整備について 

 ・ブラジルのサンバダンス披露 

 ・次回、開催国フランスのシャンゼリゼのダンス披露 

 ・「パプリカ」の合唱 

  

〇 事前学習 

１ 文化祭の２学年ステージ発表を６幕とダンス、歌のグルー

プに分け、希望調査を行う。 

２ 生徒を各グループに振り分け、グループ毎に練習を行う。 

３ リハーサルを行う。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



〇 本番当日 

  ステージ発表を行う。 

６ 主な成果 

 

〇 ステージ発表や練習を通して、オリンピックや日本や他国の 

文化についての理解を深めることができた。 

〇 各グループでの練習を通じて、協同の大切さや伝えることの 

難しさを理解することができた。 

〇 オリンピックの開催が経済、産業等の発展につながったこと 

を理解することができた。 

〇 オリンピックの開催にあたり、様々な国の人々が楽しめるよ 

うな配慮をしていることを理解することができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

〇 生徒の主体的な活動になるように、グループ編成を対人関係 

や生徒の特性を考慮し、意見が活発になるように編成した。 

〇 ステージ発表の大まかな流れに関しては職員が作成したが、

できるだけ生徒の意見を取り入れた。 

〇 各幕での練習がメインになるが、２学年全体の連帯感をもつ

ことができるように、練習の最初と最後に各幕のリーダーの発

表を行った。 

〇 本校の特色である職業専門のコースと連携して、衣装や小道

具の制作を行った。 

 

８主な課題等 〇 今年度から文化祭の練習期間が三週間から二週間に短縮さ

れたため、事前学習等でオリンピックについての調べ学習や

台本の作成を学校職員が行った。十分な時間を確保すること

ができれば、更に生徒の深い学びにつながったのではないか

と考える。 

 

９来年度以降の

実施予定 

〇 文化祭のステージ発表は、各学年がテーマを決めて毎年特色

ある発表を行うため、文化祭での発表は難しいと考える。今後、

この取組を部活動や体育の授業等で関連させながら進めてい

く必要がある。 

 


